





　　　　　　　A Historical Study on the Conception of
“Mental Deficency”through the Field of Educational Practice in


































































A B C D E F G H 1 J K L
区　分
N
乙竹岩造 樋口長市 小林佐源治 田島真治 黒沼勇太郎 小野秀瑠 隈江信光 佐藤末吉 長沼圭 横山綾子 佐野敏夫 その他
合計
著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文 著書 論文
1906（M39）年 4 4
1907（M40）年 1 1 2
1908（M41）年 1 3 1 1 4
1909（M42）年 3 1 6 10
1910（M43）年 2 2
1911（M44）年 6 4 6 16
1912（M45／T1）年 2 1 6 2 11
1913（T．2）年 6 1 4 7 18
1914（T．3）年 5 1 7 1 12
ユ9ユ5（T，4）年 ユ 3 6 10
1916（T．5）年 1 2 1 4 2 1 9
1917（T、6）年 4 4
1918（T，7）年 9 1 2 1 11
1919（T8）年 2 3 5
1920（T9）年 1 3 3 7
1921（T．10）年 1 5 1 5 1 11
1922（T．11）年 10 10
1923（T12）年 1 1 2 4
工924（T．ユ3）年 2 ユ 2 2 2 5
1925（T14）年 2 2 1 5
1926（T15／S1）年 1 2 3 1 5
1927（S．2）年 1 1 1 3
1928（S．3）年 1 1
1929（S4）年 2 3 5
1930（S5）年 1 1 2 1 1 4
1931（S，6）年 1 4 5
1932（S．7）年 3 5 1 9
1933（S，8）年 2 1 3
1934（S9）年 5 1 6
1935（S．10）年 3 4 2 9
1936（Sll）年 1 1 2
1937（Sl2）年 4 1 5
1938（S13）年 1 1 6 1 7
1939（S．14）年 1 5 1 1 6
1940（S15）年 3 3





2 35 4 45 1 28 1 33 1 12 1 8 1 13 10 2 38 7 2 4 13 235
合　　計


























































































































































































































































































































































































































































25－20以下 白痴　　　　　圏　　　　　　　　圏 75以下 低能児
20乃至25－50 痴愚　　　　　i （智能指数） 76－90 劣等児
50－70 モロン（魯鈍）　… 70以下 白痴 91－120 普通児
70－80 最下智　　　　1 70－80 白痴との境界 ！20以上 優良児
80－90 下智　　　　　1 80－90 魯鈍
90－110 正常（平均智）　i 90－110 正常又は平均の智能
llO－120 上智　　　　　闘 110－120 秀才
120－140 至上智　　　1 120－130 極めて優i秀なる智能
140一以上 天才又は準天才　， 130－140 天才に近い
（楢崎浅太郎の訳語による） （上野陽一の訳語による）
152 平　田　勝　政
　上記の分類をふまえて，黒沼は，「予が実際試みた結果により，……主としてテルマン
の検査法によって分類を試みた」（P．300）ものを，次のように提示した。
　20以下……一………白痴
　21－45……………痴愚…・…1
46－65＿魯鈍一一ト・低能㌧。劣等児（広義）
　66－85・一一一一・…劣等（狭義）…一一……一…一一…一」
　86－115…一一…中等（正常）
116－140…………1憂i等
141以上……一…・…・一天才
　この分類は，智能指数に依拠した心理学的概念をとりこむことによって，従来の医学的
概念（白痴・痴愚・愚鈍）との関わりで教育分野に固有の「劣等児」「低能児」概念を対
応させ，説明しようとしてきた流れに，新たな定義・分類・鑑定・処遇の在り方が可能に
なることを提起した点でひとつの画期を形成したといえる。歴代の担任の中では，黒沼に
至ってはじめて，従来の医学的概念と教育学的概念の相関関係が，心理学的概念を媒介に
してひとつに調整されたといえよう。
